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糖尿病患者の 自己モ ニ タリ ン グの 活用 の
促進を意図した援助 に 関する研究
黒 田 久美子 (千葉大学看護学部)
本研究 は, 糖尿病患者 の 自己モ ニ タ リ ン グ の 活用 の 促進を意図 した 看護援助 の あり方 に つ い て 検討す る こ とを目的 と した｡
3名 の 外来通院中の 糖尿病患者に自己 モ ニ タ リ ン グの 活用 の 促進を意図 した 看護援助を実施 し, 援助 に よ っ て も た ら さ れ た
【自己モ ニ タ リ ン グの 活用の 変化】 を取 り出し, そ の 場面 で行 わ れ て い た 《援助行為》 と そ れ に 対す る患者 の 反応 か ら 〔援
助 の 影響〕を読 み取 っ た ｡ 《援助行為》 と〔援助 の 影響〕 の 関係, な らび に各 々 の 【自己モ ニ タ リ ン グの 活用 の 変化】 に結
びつ い て い た 〔援助 の 影響〕を検討した｡
結果 は, 以下 の とおりであ る｡
《援助行為≫ は, 各々 , 様々 な 性質の 〔援助 の 影響〕をもた ら し, か つ 〔援助 の 影響〕 に呼応 して多様 に行われ て い た｡
【自己モ ニ タ リ ン グの 活用 の 変化】がも た ら さ れて い た全 て の 場面で , 必ずみ られ て い た 〔援助 の 影響〕 は, 〔自 己把握 の
促進〕 であ っ た ｡
援助 に よ っ て もた ら された 【自己モ ニ タ リ ン グの 活用 の 変化】 に は, 『糖尿病をも っ 自己像の つ くりかえ』, 『自 己管理 の
手段 の 発展』, 『知識 ･ 経験 の 内面化』 の 3 つ の 変化 の 方向があり, そ れ は, 患者が 看護援助 に よ っ て ど の よ うな方向に学習
して い るか を示す と考え られ る｡
自己モ ニ タ リ ン グの 活用 の 促進を意図 した援助 の あり方 は, 行 っ て い る援助行為 が患者 の 学習の た すけと な っ て い る か ど
う か を, 〔自己把握 の 促進〕を手が か りに, 〔援助 の 影響〕に呼応 して , 患者 に あらわれた 【自己 モ ニ タ リ ン グ の 活用 の 変
化】 を見定 め っ っ , 様 々 な性質 の 《援助行為》 を駆使 して い くも の で あ る｡
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Ⅰ . は じめ に
毎日の食事やイ ン ス リ ン注射, 運動な どの 自己管理が
長期 に必要で ある糖尿病患者は, 病状を コ ン ト ロ ー ル し
つ つ ,
一 人の 人とし て充実した社会生活を送るため に ,
そ の 時 々 の 状況や身体状態に応じた自己管理の 実践が不
可欠で ある｡ 外来 に おける糖尿病患者 へ の 援助で は, 忠
者自身が自己管理 を実践 しながら, より適切なより自分
に合 っ た方法を見出し, ま た そ れ を 実践 し て い く こ
と 1) が で きるよう に , そ の 学習を支援する援助が重要で
あると考える｡ しか し, 患者の 自己管理 の学習に つ い て
の枠組みや, ま たそ の 援助方法に つ い て は こ れから の研
究課題だと言われ て い る｡ 2) 3)
筆者 は, 患者自身が自己の身体症状の変化やそ の前後
に あ っ た出来事, 自分 の行為やそ の時 の周囲の様子, 医
学的なデ ー タ な どを意識的に観て い る こと に気づき, そ
の ような患者の活動で ある自己モ ニ タ リ ン グに着目し,
先行研究 4) 5) を行 っ て き た｡ そ の結果, 患者が多様な自
己 モ ニ タ リ ン グを活用して い る ことが明らか に なり, 自
己管理を適切な方向 へ 努力するき っ か けとなりうる こと,
生活 に応じた工夫を考える上で 有用で あること, 自己の
判断や状態 へ の確信や自己管理の 取り組み へ の自信を培
う上で有用で ある こと, 経験的知識の育成を促す上で有
用で ある こと, 疾病受容 , 自己受容のき っ か けとなり得
る ことが示唆された｡ 自己 モ ニ タ リ ン グは, 主体的に外
部か ら の何らか の情報 を選択的に得る活動で ある｡ 自己
モ ニ タ リ ン グの活用を促進する ことは, 糖尿病を も つ 自
分自身に つ い て の 自己意識や自己の位置づけを明確に し,
糖尿病をもち っ っ 生きる こ と へ の適応, つ ま り自己管理
の学習を促進するこ と に有用で あると考えた｡
本研究の 目的は, 糖尿病患者の 自己管理の 学習 へ の援
助と して , 自己モ ニ タ リ ン グの活用の促進 を意図した援
助を行い , 援助行為, 援助 の影響 , もた らされ た自己 モ
ニ タ リ ン グ の活用の変化と, ま たそれ らの 関係に つ い て
明らか に し, 自己モ ニ タ リ ン グの碍用の 促進を意図した
援助の あり方を検討する こと で あ る｡
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. 研究方法
1. 用語 の規定
1) 自己モ ニ タ リ ン グ
何らか の情報を選 び取り , そ の情報と自己の状態を照
らし合わせ る こと で あり , 本研究で は, 糖尿病患者が自
己の行動や症状, 血糖値や体重とい っ た身体デ ー タ等 の
自己管理 に 関する情報を意識的に観る こととする｡
2) 自己 モ ニ タ リ ン グ の活用
自己 モ ニ タ リ ン グ で得た情報を用い , 自分 の行動の 決
定や修正 , そ れ に よる自己像あるい は自分を作り上 げて い
く こと に活用することを自己モ ニ タ リ ン グの活用とする｡
2 . 援助対象と援助期間
C大学病院糖尿病専門外来に通院中の 糖尿病患者で ,
自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の促進の 必要性が高い患者を筆
者が選定し, 本人 の承諾の得 られた者を対象者 とした｡
最低, 継続した半年以上の 関わりが必要だと考え , 援助
期間を約1年と設定し, 援助対象者の 受診間隔やそ の 時
の 援助の 必要性を判断し, 各援助対象者に よ っ て 援助終
了を決定する こと に した｡
結果的に ,
`
継続した関わりが で き, 十分な デ ー タが得
られ た表1 に示す3名を対象者と した｡
表1 対象者の 概要
T 氏 K 氏 S 氏
年 令 51歳 54歳 48歳
性 別 男 性 女 性 女 性
:
L
萱 '- 大 工 の 棟梁 主 婦 老人ホ ー ム の給食調理
現病 歴 . 4 , 5年 前に 尿糖 22歳発病o ト リオ
診断 を受 けて から既往 歴 . を指摘 されて
い た
が, 急 激な体重滅
少 で本年に入院し,
パ チ - . イ ン ス リ
薬物治療 ン 治療 は平成 7年 2年o 経 口血糖 降
1ケ 月 前 に イ ン ス から開始 し, 現在 下薬 に加 え, 中間
リ ン 治療が導入さ 4回打 ち○ 乳 が ん 型 の イ ン ス リ ン 治
れ､ イ ン ス リ ン 4
回打 ちから援助期
間中に 2 回打ち へ
の 切除術 を昨年受 療 を外来導入 した
け, 外科 に定期受 ばか り○
変更○ 診中o
援助期間中
のHbAlc
5
.
5% 10.2% 9.1%
援助期 間 Ⅱ10年7月 -11年4月 Ⅱ10年8月 - 11年5月 E10年9月- 11年7月
3. デ ー タ収集方法
1) デ ー タ収集内容
年齢, 性別, 職業, 治療方法, 現病歴, 合併症の有無,
H bA Icの経過, 既往歴,
~
こ れ ま で の 自己管理 の 実践 に
つ い て の基礎情報の収集と, 援助を通したデ ー タ収集を
行 っ た｡
援助過程を通したデ ー タ収集で は, 患者の 了承の得ら
れ た場合に は テ ー プ録音 し, そ れ以外は援助後に フ ィ ー
ル ド ノ ー ト に 記載し, 後 に記録と した｡ ま た, 援助後に
そ の 日 の振り返り, 感想, 次回 へ の 課題を記録した｡
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2) 援助の場
C大学病院の 糖尿病専門外来は, 筆者が6年間, 看護
系大学の教員, 大学院生の立場で , 研究 フ ィ ー ル ド と し
て 携わ っ た臨床の 場で ある. 待合室の 一 角 に簡易血糖自
己測定の器械などを置き, 常時2, 3名 の教員, 大学院
生からなる看護スタ ッ フ に よ っ て 個別指導が行われて い る｡
3) 援助方針
大きな援助目標を, 患者が糖尿病をも っ た患者とし て
の有能性が高められ, よりそ の人 らしく生活で きる こと
に おく｡ 特 に自己管理 の学習の促進を目指し, 自己 モ ニ
タ リ ン グ の活用の促進を意図した援助を意識して行うが,
そ の時 々 に見出せた援助課題に応 じて , 援助 アプ ロ ー チ ,
方法を選択し行う｡
先行研究から示唆された自己管理か らみ た看護の課題
をもとに , 自己 モ ニ タ リ ン グの活用の 促進を意図した援
助の指針を考えた｡ すなわち, 患者 の思 い の尊重 ･ 受容,
自己 モ ニ タ リ ン グ の把握 ･ 理解 は最 も基礎となるも の で
あり, 把握 ･ 理解をすすめなが ら, 適宜, 自己モ ニ タ リ
ン グに 関連する判断基準の 提供や, 自己モ ニ タリ ン グの
意義 ･ 活用 の伝達, 推奨, 自己 モ ニ タ リ ン グ の解釈の訂
正 ･ 補完, 経験的知識の 内面化を行い , さ ら に患者の思
い の尊重 ･ 受容, 自己 モ ニ タ リ ン グの 把握 ･ 理解がすす
ん で い くと考えた｡
4 . 分析方法
分析 は, まず1事例に つ い て行 い , 比較検討する目的
で次の 事例を分析する方法で 行 っ た｡ 2事例目の分析後,
得られた結果を1事例目と比較し, あ らた に分析視点が
見出されたり, 1事例目の 検討結果が 2事例目と異なる
場合, あ らたな視点や2事例目の結果をもと に , 1事例
目の結果を見直し, そ の 比較検討した内容を分析結果と
した｡ 3事例目に つ い て も同様に分析を行い , 比較検討
したあ らたな内容を分析結果とした｡ 以下, 3事例に各々
行 っ た分析手順を述 べ る｡
1) 自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の 変化とそ の場面の抽出
プ ロ セ ス レ コ ー ドの 患者の言動から, 援助前とは異な っ
た自己 モ ニ タ リ ン グの 活用を変化の 内容とし て抽出し,
そ れを含む対象者と筆者の やり とりを , プ ロ セ ス レ コ ー
ド か ら自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の 変化の場面として 抽出
した｡ 自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の 変化の内容は, 端的な
文章で要約し, 内容 の 類似 に よ っ て 【自己モ ニ タ リ ン グ
の活用の変化】 を分類 した｡
2) 《援助行為≫, 〔援助の影響〕 の分析
援助を検討しようと したと こ ろ, 1 つ 1 つ の援助行為
は, 筆者 の援助の意図と は関連 しな い思わ ぬ効果をもた
らしたり, そ の患者の 反応か ら援助の 方向性を転換して
い る こと に気づ い た｡ 筆者 の言動がもた らした患者の反
応は, 患者 の自己意識の動きそ の も の で あり, 自己モ ニ
タ リ ン グの 活用の促進からみた場合 に は, 1 つ 1 つ の患
者の反応を大切に した い と考えた｡ そ こ で , 援助 に つ い
て は筆者の 言動1 つ 1 つ を分析単位と し て , 《援助行
為≫ を分析し, 同時 に それ に対応する患者 の反応か ら
〔援助の影響〕 を読み取るこ と に した｡
場面ごと の分析に よ っ て得られた 《援助行為≫ と 〔援
助の影響〕 を全場面あ つ め, 内容 の差異 に注意し, 各 々
の性質を分類した｡
3) 《援助行為≫と 〔援助の影響〕 の 関係の 分析
まず場面 ごと に , 次 い で全場面をまとめ て , 《援助行
為≫ と 〔援助の影響〕 の関係を検討 した｡ 各々 の性質の
分類を用い , ど の ような 《援助行弟≫ が どの よう な 〔援
助の影響〕 をもたらしたかを検討 した｡
4) 【自己モ ニ タ リ ン グの活用の変化】 と 〔援助の影響〕
の関係の分析
【自己モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 ごと に , そ の場面
で もたらされ て い た全部の 〔援助の影響〕 が何で あるか
と , それ らが もたらされた順序を検討した｡ つ ま り, ど
の よう な 〔援助の影響〕 が 【自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の
表2 T氏の経過と援助 によ っ て
もたらされた自己 モ ニ タ リ ン グ
時期 Ⅰ
血糖値 と自己 管理 の 実践行動 と の 関連 に気
づ き､ 確認 しな が ら試行 して い た｡
【疑問や不確かさ を認 識した経験に 納得す る】
【実践方法の選択に確信を もつ】
【疾病に つ い て 異なる観点か ら意味づ ける】
【不適切さを認識して 実践方法を見直す】
【必要性を認識 して 実践方法を あ らた に考え る】
【経験的知識を確信 して 内面化をすす める】
【実現が幽難に感L: られる目標か ら現実的な目標
に目を むける】
【自己の状態の判断に つ い て疑問を感じて再考する】
時期 Ⅱ
低血糖 の 判断 に 自信 が あ り､ あ ま り血糖値
に注意 を払わ な く な っ た ｡
【自己 の 状態を 実感 して 内面化 を すすめ る】
【自己 の 状態 に つ い て の 判 断に 疑 問を感 じて
再考す る】
【自己 モ ニ タ リ ン グ を活 用 して 実践方 法を 考
え る】
時期 Ⅲ
自己 モ ニ タ リ ン グ を活 用 し､ 自己管 理 の 実
践方法 を豊か に し､ 糖尿病 を も っ た生 活 -
の 肯定的な 捉え 方 を表 明す る よう にな っ た o
【実践方法 の 選択 に確信 を も つ】
【実践経験を あ らた に意 味づ け て 内面化 を す
す め る】
【実践方法 の 問題 の 改善 - 取 り組 む意欲 を 高
め る】
【必要性を認識して実践方法をあ らたに 考える】
【疑問や不確か さを認識した経験 に納得す る】
変化】 に結 び つ い て い たかを検討した ｡
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. 結 果
1 . 1 事例目の分析結果
1) T氏の 経過と援助に よる 【自己 モ ニ タ リ ン グ の活用
の変化】
T氏で は, 援助期間中の , の ベ40の 場面に お い て , 自
己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化がみ られ , 全場面で の自己
モ ニ タ リ ン グ の活用の変化は, 内容の 類似に よ っ て12の
【自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 に分類で きた｡ T氏
の経過に そ っ て , そ の時期に援助に よ っ て もたらされた
【自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 を表2 に示した｡
2) 【自己 モ ニ タ
′
リ ン グ の活用の変化】 の 場面に おける
《援助行為≫ と 〔援助の影響〕 の実際
各々 の援助場面にお ける, 《援助行為≫ と 〔援助の影響〕
の分析の例を図1 に示した｡
3) 《援助行為≫, 〔援助の影響〕 の内容とそ の性質
自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化がもた らされ た全場面で
行 っ て い た 《援助行為≫ , そ れ に対応する患者の反応か
ら読み取 っ た 〔援助の影響〕 に つ い て あ つ め , 各 々性質
に よ っ て分類 した｡ (表3, 4)
表3 《援助行為》 の 内容と性質 (T氏)
《援助行為》 の 内容 《援助行為》 の 性質
自 己モ ニ タ リ ン グに つ い て の 自己認 識の 問い か け, 確認
自己を再認 識す る機会の 提供
実践 の取組 みに つ い て の 自己認 識の 問い か け, 確認 な ど
より よ い 自己把盤 をすすめ る判 断材料の 提供
自己把握 を促進す る援助
自 己把握 - の 自己モ ニ タ リ ン グの 活用の 提案 な ど
傾聴, 困難感 の受容, 気 が かりの 表出 の 促進
自己把握 を可能とす る援助
共 に行 うモ ニ タ リ ン グ な ど
適 当で な い判 断を自己修正 で き る判断材料の 提供
よ りよ い 自己理解を促進す る援助
患者 に あ つ た 目標 が設定 で き る判断材料の 提供 な ど
改善 の方 向づ けを して い る患者 の 支持 な ど よ りよ い 自己理解 を支援す る援助
自己の状態 に適 した 方法が選択で き る判断材料 の提供
よ りよ い 手段の 発展 を促進 する援助
必要性 を感 じて い る 対処 方法の 提案 など
実践方法 へ の保証 の 提供
実践 へ の 確信を促進す る援助
実践経験 に 納得で きる 裏付けの 提供 な ど
実践経験 の 意味づ け, 内面化の 促進な ど 知識 . 経 験の 内面化 を促進 する援助
表4 〔援助の影響〕 の 内容と 〔援助の影響〕 の性質 (T氏)
〔援助の 影響〕 の 内容 〔援助 の影 響〕 の 性質
自己の状態についての判断を表明する .自己の状態について振り返り考える など 自己把握の 促進
実践 の実 際を表明する . 経験的知識を表明す る な ど 実践経験の 援助者と の共有 の 促進
実践で抱いた疑問を表明する . 実践で抱いた不安を表明する など 実践に 伴う不安定 な思 い の表 出の 促進
実践ヘ の肯定的自己評価を表明する . 実践へ の意欲を表明する など 瑞 に取り組んでいける自詔 疏を培うことの備萱
不確か な知識 を確認 する . 実践方法に 保証を得 る な ど 実践 へ の 確信を培う こ と の促進
自己の状態 に納得 する . 自己の 状態に 実感す る な ど 自己発見の 促進
実践方法 をあらた に考 え る な ど よ りよ い 実践方法の 志 向の促進
よ りよ い実践方 法を知る な ど 実践 に 役立 つ 手段 . 知識 の獲得 の促 進
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自己モ ニ タリング.
の活用 の変化
援助の内容の要約 ･鮒 の影響〕 l - 行為》
実際に外来で血糖測定を行う
と血糖値が低くて . 前は 90 に
なつ て もわかつ たが 今は血糖
値が低いのに全然わ か らな い
ことを実感 した . (25)
前回の血糖状態か ら考えて ､低
血糖が心配であり,蛋王廷星皇
か をたずね . 患者の モニ タリン
グを地腹 しな75{ら､ そ の内容で
患者の身体状態を把握 しよ う
土匝吐重出宝 .
患者ー ま.身体感覚で羽子がいい
ん じや ないか なと判断してお
り, 本当に調子がいいのか . 低
言語芸説
ゝニ芸_,J藍曽吾霊灯
け, 確認 喜セスメ ント
Hi
自己の状態につ いての判
.
血糖がわからなくなつ ている 斬を表明する 圭自己モ 羊タ リン グl
だけなのか研究者8ま疑問に思 .i の変化q)アセ ス メ妻
つて いた .
他患者が外来で血糖測定を し
て いるの を見て .患者自身も潤
つてみようと育つ たので ､豊里
自己 楓 こつ いて 剛 /
′
′
′
毒ン ト き
i
. ～.._,._【.ー...J
究者が理解したこと `＼㌧＼
の 磯 :-;葦夏至㌘態
の アセ ス …
HH
あまり潤つ てな かつ たんです 自己の状鰍こつ いて あら / … i
よね と確認 し､ 実厳 にどの位な
の かを患者 と 一 緒に破認でき
るよい機会だと思い測定 した.
測定した血捨値ー 油 分低く ､そ
れ をみた患者がわ ー ､ なん とも
′
､
-
ためて考える
共に行うモ ニ タリン /
∫
グ
l自己の状 艶 美感内ないけどねとの ベたので .塵it
ね と研究者の解釈を伝えると ､
わか らなくな つ ている と患者
は述べた . やはり低血糖で も症
冨詣濫 実感H二.?"軍ニ三ユ
状を感 じづ らくなつ てい るの 自己の状鹿につ い てあ ら
か と判断され .塵畳⊆旦蓋直送 ためて考える 共ヒ行うモニ タリン
旦基盤空運塾立豊.前はわかつ
たけれ どと述べ る患者に ､全喧
わか らない ? と再度威徳する
と今は全然かわりない ､全体に
低いよ と述べ たので ,圭空襲墾
を支持し､ 測定が間違つてい る
可能性もあるため ､塾生墨壁空
垂塵型皇主星.
別の器械の測定で も血糖値は
グ
l諾 欝
い ての判r1芝吉富琴
実感
自己把漫をすすめる
患者の支持.
自己 の状態に つ いて の
判断を再考する 共に行うモニ タ リン
グ
自己の状態へ の実感
低く ､ 塵塾∃塾ユ土塩基､ 皇室
してか らの時間やイ ンスリン
注射の唖類などを庇護 し. 昼の
インN)ンを打たな いので これ以上
の内 - の促進 l
■｢
血糖値が 低< な ることlまない
のではない かと推察されたが .
何か対処してお いた 妊うがい
いと判断し,食事を早く とるこ
至芸行う
モ ニ タ リ■ー - -
フi芸還翼軍冨蔓
/ L"._ ～ .. . = M.."".N._,汁,I"叩_～,"._｣
とをすすめた . 自己の状態につ い ての 危険を回避する方法 /
大丈夫と述べ る患者に､豊里垂
で飴を - 一個放 めてもらうと. い
判断を表明する の椎葉
つ もと変わらないというので ､
そうだねと思いを受容す ると. z自己の状態を去 る 自己 の状 如 実感の前はわか つ たの に今はそ うい
うのが全然ない と実感を述べ
た .
内面化の促進 l
園1 援助場面における 《援助行為》 と (援助の 影響) の 実例
( 【自己の状態を実感 して内面化をすすめる】 場面 (25) (T氏))
4) 《援助行為》と 〔援助の影響〕 の 関係
《援助行為≫ と 〔援助の影響〕 の 関係 は, まず場面事に,
各々 の 《援助行為≫ が ど の ような 〔援助の 影響〕 を もた
らして い たか を検討し, 全場面で まとめ, 検討し, 図2
の 結果が得られ た｡
次 に , 再度場面 ごと に戻り, そ の状況に おける 《援助
行為≫ と 〔援助の影響〕 の 関係を検討 した ｡ 《援助行
為≫ は, T氏 の身体状態やT氏の言動に つ い て 筆者が気
にな っ て い た こ と に関連し, そ れ に つ い て の 自己認識を
問いか ける ことからはじまる こともあ っ た が , T氏の 反
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応すなわ ち 〔援助の影響〕 を受け, そ の 内容か らT氏の
身体状態を ア セ ス メ ン ト したり, 思 い を推察 しなが ら行
われ て い た｡ T氏は, 必ずしも筆者の意図する反応は見
せず, 《援助行為≫ に よ っ て気づ い た事柄に つ い て 話題
をかえ る こ とも多か っ た｡ 筆者 は, 変 わ っ た話題にそ っ
て , T氏か ら疑問を投げか け られた場合に は疑問を解決
できるような判断材料を提供 したり, T氏 の 解釈が適当
で な い場合に は自己修正で きるような判断材料を提供し
たり, ま た困難感や抵抗感を述 べ た場合に はそ の 思 いを
受容すると い っ た援助を行 っ て い た｡
図 2 《援助行為》 と〔援助の影響〕の 関係 (T氏)
6) 【自己モ ニ タ リ ン グの活用の変化】 と 〔援助の影響〕
の関係
【自己モ ニ タ リ ン グの活用の変化】 ごと に , 自己モ ニ
タ リ ン グ の活用の変化の場面で どの ような 〔援助の影響〕
が もたらされ, そ れ が 【自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の 変
化】 に むすび つ い て い たかを検討 した｡ ( 図3)
〔自己把握の促進〕 は, 全場面 に共通して もたらされ
て い た 〔援助の影響〕 で あり, どの 【自己モ ニ タ リ ン グ
の活用の変化】 も, 〔自己把握の促進〕 を経 て もた らさ
れ て い た｡
各々 の 【自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 に むすび つ
い て い た, 〔自己把握 の 促進〕 以外の 援助の 影響 は,
【自己モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 ごとに異な っ て い た｡
しか し, 同 じ 【自己 モ ニ タ リ ン グの活用の 変化】 で あ っ
て も, 場面 ごと に 〔援助の影響〕 とそれをもた らす 《援
助行為》 をみ て みると, 必ずしも同じで はなく, 同じ場
合で も 〔援助の影響〕 がみ られる順序は異な っ て い た｡
そ れら の異なり は時期に よる違い で はなか っ た｡
2
.
2事例目の 分析によ る 《援助行為》 〔援助の影響〕,
もたらされた 【自己モ ニ タ リ ング の活用の変化】 の 関
係の検討
K氏で は, 援助 に よ っ て自己モ ニ タ リ ン グの活用の変
化がもた らされた場面は18場面で , 8 つ の 【自己 モ ニ タ
リ ン グの 活用の 変化】 が みられた｡
《援助行為》 , 〔援助の 影響〕 に つ い て は, あ ら た な性
質の もの はみ られ なか っ た｡
自己モ ニ タ リ ン グ の活用の変化は, 必ず 〔自己把握の
促進〕 を経て もたらされる結果 は同様で あ っ た が , 【自
図3 〔援助の 影響〕 と 【自己モ ニ タ リ ング
の活用の変化】 の 関係 (T氏)
己 モ ニ タ リ ン グの 活用の変化】 に結び つ く 〔自己把握の
促進〕 以外の 〔援助の影響〕 は, 【自己 モ ニ タ リ ン グ の
活用の変化】 ごと に異なる の で はなく, 患者の 状態を反
映 して異な っ て い た｡ ま た, 《援助行為≫ に つ い て は,
《援助行為≫ に対する患者の反応, すなわ ち 〔援助の影
響〕 に応 じて , 次の 《援助行為≫ を定め , 様々 な性質の
《援助行為≫ を駆使して い た ことが確かめ られ た｡
3. 3事例目の 分析後の , 《援助行為》 , 〔援助の影響〕,
もた らされた 【自己モ ニ タ リ ングの 活用の変化】 の関
係の比較 ･ 検討
S氏で は, の ベ15の場面で 9 つ の 【自己モ ニ タ リ ン グ
の活用の変化】 がみられた｡
3事例目の分析の 結果 に お い て も, 《援助行為≫ ,
〔援助の 影響〕 の性質は同様で あり, あ らた な もの を追
加する必要はなか っ た｡
【自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の変化】 は, 必ず 〔自己把
握の促進〕 を経て もた らされ る ことば同様で あり , 確認
で きた｡ そ して , 2事例目の検討結果の と おり , 〔自 己
把握の 促進〕 以外の 援助の影響は, 【自己 モ ニ タ リ ン グ
の 活用の 変化】 ごと で はなく, 患者 の状態を反映して ,
異 な っ て い た｡ 《援助行為≫ に対する患者の 反応, すな
わち 〔援助の 影響〕 に応じ て , 次 の 《援助行為≫ を定め,
様々 な性質の 《援助行為≫ を駆使 して い た ｡
Ⅳ . 考 察
1
. 自己 モ ニ タ リ ングの活用の促進を意図 した援助のめ
ざす方向
自己 モ ニ タ リ ン グの活用の 促進を意図した援助に よ っ
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て もたらされた自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化に つ い て
は, 3事例をまとめ て み て み ると, 『自己管理 の 手段の
発展』, 『知識 ･ 経験の 内面化』, 『糖尿病をも っ 自己像の
つ く りかえ』 の 3方向に変化して い たと い える (表5)0
患者の自己管理 の学習の 成果とも い え, 援助がめざす方
向を示唆したもの と考え る｡
表5 【自己モ ニ タリ ングの活用の変化】の変化の方硬
【自己モ ニ タ リ ン グの活用 の変化】
【自 己モ ニ タ リ ン グの
活用 の変化】 が主 に示
す変化 の方向
【必要性 を認識して 実践方法 の選択 をあらた
『自己管理の 手段 の 発
に考 え る】
【不適切 さを認識 して 実践方法 の選択 を見 直
す】
【自己モ ニ タ リ ン グを活用 して実践方法 を考
える】 展』
【必要性 は認識して いたが抵抗感 の あつ た実
践方 法を見直す】
【自己把握 をすすめ て 実践方法 へ の理解 を深
める】
【自己の状 態を実感 して 実践方法 を改善 しよ
『糖尿病をも つ 自 己像
の つ くりか え』
う と考 え る】
【疾病 に つ い て 異な る観点か ら意味づ ける】
【実践方 法の 問題の 改善 - 取り組 む意欲 を高
め る】
【疑問や不確かさを認識した経験に納得する】
【自己の 状態に つ い て の 判断 に疑問 を感 じて
再考 す る】
【実現 が 困難に 感じられ る 目標 か ら現実 的な
目標 に 目を向け る】
【実践方 法の 選択に 確信 を持 つ】
【自己把握 をすすめ 自己管理 の改善 の必要性
がある ことに 気づ く】
【実現 で きない 実践方法 に つ いて なぜ で き な
い か考 え る】
【実践経験 をあらたに 意味づ けて 内面化 をす
『知識 . 経験の 内面イLB
す め る】
【自己の状態 を実感して 内面化をすすめ る】
【経験的知識 に 確信 して 内面化をすすめ る】
2
. 自己 モ ニ タ リ ングの活用の促進を意図した援助に対
する患者の反応につ い て
自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の変化がもた らされた全場面
に お い て , 患者 の反応とし て必ずもた らされ て い た の が
〔自己把握の促進〕 で あ っ た｡ 本研究で は, 患者 の 成長
に つ な がる ことと し て , 患者が自分自身の ことを把握す
る こと に主眼をお い て おり, そ の援助の考え方が有効で
ある ことを示す結果で あると いえ る｡ そ し て , さ ら に ,
対象者や時期が異な っ て も, 自己管理 の学習に と っ て ,
患者が自分自身の こと を把握する ことが共通する課題で
あり, 援助 に対する患者の反応とし て重要な視点で ある
ことを示したと い える｡
一 方, 〔援助の影響〕 は患者の そ の 時 々 の 状態 を反映
して い た｡ 各 々 の患者 にと っ て , 筆者 の援助を含めた外
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界と の 相互作用は, 患者 の そ の時 々 の状態に依存するも
の で あ る｡ ま た, 知識や経験は, こ の よ うな外界との相
互作用と して の 実践を通し て しか獲得できな い もの で あ
り, 当然の 結果と もい え る｡ ま た, こ れ は自己 モ ニ タ リ
ン グの特質を よく表 して い ると い える｡ 患者 の自己モ ニ
タ リ ン グの 対象とそ の 捉え方をみ て みると, 対象となる
もの は様々 で あり, 最初はそ の事柄自体に の み注目して
い て も , 徐々 に そ の事柄を窓口 とし て , 自己管理全体を
と らえ理解して いく手だ て とな っ て い た｡ そ して患者は,
筆者の 言動か ら得た情報をもと に , 自己 モ ニ タ リ ン グ の
活用を行 っ て い た｡ 筆者 の援助行為1 つ 1 つ が, 患者 に
様々 な自己モ ニ タ リ ン グ の対象を提供して い たし, 患者
はそ の あ らゆる チ ャ ン ス を活かし, 自己管理 の学習をし
て い たと いえる｡
3. 自己 モ ニ タ リ ングの 活用の促進を意図 した援助のす
すめかたに つ い て
自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の促進を意図した援助の実際
は, 援助行為の決定を患者の反応に依存し, すなわち援
助の影響を見定めた上 で , それ に応じた援助のすすめか
た に特徴があ っ た｡ 筆者 は患者と , 常 に問 い かけ, 問 い
かけ られる関係 にあり, 患者と何か しらを話しあう関係
に あ っ た ｡ そ して , そ の 相互性の中で , 患者は 〔自己把
握の促進〕 っ まり現実をみすえ, さ ら に自己発見し, 実
践 へ の意欲を高め, 確信を深めて い き , 一 方, 筆者は患
者に対する援助をそ の都度追求して いく こ とが で きた｡
池川が ｢われわれ は患者 に問いか けると同時に , 相手か
らも問い かけられると い う たゆみ の な い相互性のなかで ,
自 己 の現実を新たな意味に満ちたも の と し て形成して ゆ
く ことが で きると い う こと で ある｡｣6) と述 べ て い る よう
に , 患者があらゆる チ ャ ン ス を活かし自己管理の 学習を
すすめて い たが , 援助者も患者に 問い か けられる ことか
ら, そ れを チ ャ ン ス に し, 援助を考えすすめて い っ た と
も いえ る｡
4. 自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の促進を意図 した援助の あ
り方に つ い て
自己 モ ニ タ リ ン グの 活用の促進を意図した援助の あり
方と して 図4の よう に考え た｡
すなわ ち, 自己 モ ニ タ リ ン グ の活用の促進を意図した
援助 は, あくま で も患者自らが自己管理の学習をすすめ,
発展させる ため の援助で あり, 援助を通し て , 患者 の内
的な変化を推察 し つ つ , 患者 の よりよ い変化を目指すた
め の患者 へ の刺激を本質と した援助で あ る｡
実際 の個 々 の援助場面で は, 行 っ て い る援助行為が患
者の学習の たすけとな っ て い るか どうか を, 〔自己把握
の促進〕 を特に主要な手がかり に , 〔援助 の影響〕 に 呼
園4 自己モ ニ タ リ ン グの 活用の促進を
意図した看護援助の あり方
応して , 患者 に あらわれた変化の まとまり で あ る 【自己
モ ニ タ リ ン グ の活用の変化】 を見定め つ つ , 様々 な性質
の 《援助行為≫ を駆使して いく｡ そ の結果, 患者は 『糖
尿病をも つ 自己像の つ くりかえ』, 『自己管理 の 手段の発
展』, 『知識 ･経験の 内面化』 の方向 へ 自己管理 を学習し,
それ らは循環するよう に影響 しあう｡ 一 方, 看護婦は患
者理解を深め, よりよ い援助の 探究をすすめて いく ｡
この よう に , 自己 モ ニ タ リ ン グの 活用と い う患者の 内
的な活動の 促進を意図し, 自己管理 の 学習を支援しよう
とする援助で は, 個 々 の 場面で患者の 認識が ど の よう に
動 い て い るか は, 患者の 言動を通し て結果的に把握 ･ 理
解 で きる こと で あり , 援助 の目標や患者の課題を明確に
設定する こと は, 現実的で な い ｡ 患者 の認識の動きを無
視して , 援助者が設定した目標や課題を達成しようと援
助をすすめて も, 逆 に患者の反応の意味を援助者が理解
で きず, 患者 の成長の可能性を摘ん で しまう こと に他な
らな いと考 える｡ そ し て , 患者 の成長を信 u, 患者自ら
が学習して い く ことを目指 して いく援助で ある ため, 専
門家と し て患者の安寧を図りながらも, 患者 へ の刺激を
送り続けると い う援助の あり方 に特徴があると考える｡
5. 自己 モ ニ タ リ ングの活用の促進を意図した援助の ,
糖尿病患者 へ の看護にお ける有用性につ いて
糖尿病患者 へ の看護に お い て は, 専門的な知識と技術
をもっ 認定看護婦の必要性が言われ, そ の 実現に向け て
の動きが活発に な っ て い る｡ 患者 の 自己管理の 学習を促
進しようとする視点をも っ た援助に よ っ て 患者が自己管
理 を学習した ことを示 した本研究は, 専門的な知識と技
術をも っ た看護婦の必要性を あらため て裏 づ けたと い え
る｡ ま た, そ の ような看護婦に必要な能力とし て , 援助
の 影響を患者の言動か ら把握で きる能力, 援助 の影響を
見定めた上で , 柔軟 に援助を葛区使で きる能力の重要性を
示したと い える｡ ま た , 援助 の場面に お い て , 患者 の 反
応か ら, た だち に援助の 影響を把握する能力を養う上で,
本研究の援助の影響の 分類は有用で あると考える｡
長期 に自己管理が必要な糖尿病患者の多く は, 定期的
に外来受診を行 っ て い る｡ 看護婦が患者の 日常生活の 場
に 出向き, そ の 時々 に応じた相談を受けるな どの 直接に
援助を提供する こと ば特殊な場合を除い て は不可能で あ
り, 糖尿病患者 へ の 看護で は, 外来看護が中JL､と な る｡
外来は, 日常生活か ら隔離され た場所で あり , 日常 の自
己管理 の場とは異な る特殊な環境で あり, しか も外来で
の看護婦の 関わり は, 患者 に と っ て は長 い 自己管理 の経
過に おける 一 瞬だ けの もの で ある｡ し か し, 外来は日常
生活とは隔離された特殊な場で あるがゆえ に , 患者が 日
常生活に流される こ となく, 自分を客観的に見直す こと
を可能に する場所 で あるとも い える｡ と は い え , そ こ で
患者が糖尿病をも つ 自分自身を客観的にみ つ めて , 自己
反省したり, 自己像を修正したり自己発見で き るため に
は, 患者 の能力を信じ, それ を育て る専門家が い て こ そ
可能で あり, 本研究で示した援助の あり方 は, そ うした
外来の場に おける専門家の援助で あると い える ｡
6
. 本研究の 限界と今後の課題
本研究 は, 援助の あり方を検討する ことを目的に し て
い た｡ そ の ため , 経過を通し て み て みると , 時期 に よ っ
て 患者の 課題とな っ て い た事柄 は異なり, 筆者自身もそ
の こ とを ア セ ス メ ン ト しながら援助 を行 っ て おり, 患者
の 長期的な変化に つ い て気づきなが らも, そ れらは今回
の研究で は検討で きなか っ た｡ ま た, 患者 の身体状態や
それま で の経験に よ っ て 自己管理の 学習の方向や, 患者
が学習され る ス ピ ー ド は異なると考えられ, そ れ ら に つ
い て , ま た それらを考慮 した援助のすすめかた に つ い て ,
長期的な観点から検討 して いく こ とが必要で あり, 今後
の課題と考える｡
Ⅴ . おわりに
糖尿病をもち つ つ 生き る患者が , 糖尿病を も っ た生活
に適応するため の学習 へ の援助の あり方と して , 自己 モ
ニ タ リ ン グの活用の 促進を意図した援助の あり方を検討
した｡
本研究を通し て , 患者の 学習し成長する能力を信 じ,
患者 に寄り添う援助の 必要性をあらため て認識すると と
も に , 患者が学習し成長する過程に 同伴で きた こ と に援
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助者とし て喜びを感じる こ とが で きた｡ 患者が自在 に能
力を発揮 し, 生き生きと した生活が送れるよう, 患者 の
学習に 同伴で きる専門家とし て , 筆者自身も学習し成長
で きるよう研鎖 して い きた い ｡
本論文 は, 千葉大学大学院看護学研究科に お ける博士
論文の 一 部 に加筆 ･ 修正したもの で ある｡ ま た, 公益信
託山路ふ み子専門看護教育研究助成基金より助成をう け
た｡
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A ST U D Y O N T HE N U R SIN G CARE T H AT F ACIL I TAT E PR OMOT IO N O FPR A C TIC A L U SE O F
SE L F-MO NI TOR IN G OF P A T I ENTS WI T H D IAB E T ES
Kumiko Kuroda
Scho ol of Nu r sl ng, C hiba Universlty
K E YW ORDS:
diabetes, s elf-m o nito ring, s elf- m a n age m e nt, n u r sl ng C a r e
T he pu rpo s e of this study w asto identify the n u r sing Car e that fa cilitate s the pr o m otio n of the
pr a ctic al u s e of self-m o nitorl ng by diabetic patie nts. T his w a s a c c o mplished by a n alysing the n u r sl ng
c are of thr e e o utpatie nts withdiabetes and re s ults of that ca r e. The abo v e a n alys e fo c u s ed o n the
relation ship betw ee n n u r s e
'
a ctio n
,
n u r slng effect and change in the patie nt
'
s pr a ctic al ll Se Of s elf-
m onitoring.
Results w ere a sfollo w s :Ea ch kind of n u r slng a ctio n c aused a different kind of n u r sl ng effe ct.
Ea ch nursl ng action when do n ein a v a riety w ays created a cor re sponding nurslng effe ct. Nu r s lng
effe ct had a directinfule n c e o nthe pr o m otio n of s elf-gr a sp .
The r e s ulting change in the pra ctic al u s e of s elf- m o nito ring s ug ge sted that the r e we re thre edire c-
tion sto the c o u r s e of cha nge; Revision of the patients self im age of being diabetic, De v elopm e nt
of m e a n s of s elfm a n age m e nt, Conviction of knowledge/experie n c e. This sho w sthe dir e ctio n that
a patie nt le a r n s s elf-m a n age m e nt fr o m n u rsl ng C are .
Nursl ng Care that fa cilitate sthe pr o m otio n of the pr a ctical u se of self-m onitoring should be'a s
follo w sin e ach nursl ng pra ctice; The nursl ng a ction should be e v alu ated with pr om otion of self-
gr a sp a s a clu e, to whether the a ction will help the patients le a r n l ng pr ogr e s s. This can be done in
a v a riety w ays to optl mis ethe c or re sponding nursl ng effe ct while e v alu ating the change in self-
m o nito ring .
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